
 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和７年度対日理解促進交流プログラム 
「ＪＥＮＥＳＹＳ２０２５Ｐａｒｔ１」 

及び「ＪＥＮＥＳＹＳ２０２５Ｐａｒｔ２」 
（対象国：太平洋島嶼国、豪州、ニュージーランド） 

 

 

 

派遣プログラム報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施団体：一般社団法人国際協力サポーターズ・株式会社日本旅行 共同企業体 

  



1． プログラム概要 

【目的・概要】 
日本の学生が太平洋島嶼国を訪問する派遣プログラムでは、過去訪問歴がなく、派遣

テーマである『気候変動と防災』に関する視察地として適当な国としてトンガが選定さ
れました。またフライトスケジュールの影響から、トンガに加えて経由地であるフィジ
ーでも活動を行い、計 9 泊 12 日（2026 年 2 月 7 日～17 日）としました。 

参加学生は、太平洋島嶼国・日本地方自治体ネットワーク（PALM＆G）に参加して
いる北海道、福島県、兵庫県、福岡県、沖縄県から計 7 名、JENESYS にこれまで協力
いただいている大学から 3 名、計 10 名の大学生・大学院生で構成され、トンガ・フィ
ジーそれぞれにて ODA 関連機関やプロジェクトサイトの視察訪問や、現地の学生 ・地
域の人々との交流の他、歴史や文化に関する理解と知見を深め、各々関心のあった体験
やテーマについて SNS を通じて対外発信を行いました。 

また報告会では、各々が両国訪問で学んだことを発表した他、継続的に太平洋島嶼国
とつながることを目的に、帰国後に取り組むアクションプラン（活動計画）についての
提案もありました。 

 

【参加人数】 

学生：10 名 

引率：2 名（実施団体同行者）＋トンガ・フィジー各国現地添乗員 1 名 

 

 

【訪問地】 

トンガ王国トンガタプ島（ヌクアロファ、バイトンゴ、ニウトウア、ナコロ） 

フィジー共和国ビチレブ島（スバ、シンガトカ、ナウソリ） 

 

  



2． 実施日程・活動内容 

【実施日程・内容】 
＜プレ・プログラム＞ 
  
プレ・プログラム

実施日 
2026 年 1 月 7 日（水）

19:00-21:00 
2026 年 1 月 27 日（火） 

19:00-21:30 
実施形態 オンライン（Teams） 

プログラム内容 

 プログラム概要説明 
 自己紹介 
 派遣国事情 

（トンガ・フィジー） 
 JENSYS 派遣同窓組織 

紹介 

 外務省挨拶 
 プログラム詳細説明 
 健康・安全情報 
 派遣前最終確認事項 

(日本文化紹介内容等) 
 

 
 
＜派遣プログラム＞ 
2 月 7 日（土） 
・日本出国 
2 月 8 日（日） 
・フィジー入国 
・【訪問】シンガトカ砂丘国立公園植林体験（オイスカ研修センタ―） 
2 月 9 日（月） 
・フィジー出国、トンガ入国 
・【表敬訪問】在トンガ日本国大使館 
2 月 10 日（火） 
・ 【講義】太平洋島嶼国での防災支援（東洋大学 松丸亮教授） 
・【表敬訪問】JICA トンガ支所 
・【訪問】ODA 視察及び JICA 海外協力隊活動（トンガ国営放送局（TBC）） 
2 月 11 日（水） 
・ 【学校交流】USP トンガ校 
・【訪問】ODA 視察（MEIDECC 防災用倉庫、可倒式風力発電） 
・【文化体験】ディナーショー見学 
2 月 12 日（木） 
・【文化体験】工芸品づくり（タパの絵付け、または、ボーンカービング） 



・ 【訪問】トンガタプ島ツアー (津波ロック、フンガ・トンガ噴火被災者等） 
2 月 13 日（金） 
・【報告】【交流】中間報告会（USP トンガ校） 
・トンガ出国、フィジー再入国 
2 月 14 日（土） 
・【文化体験】【交流】ホームビジット（サワニ村） 
2 月 15 日（日） 
・【文化体験】【歴史理解】教会ミサ、フィジー博物館 
2 月 16 日（月） 
・【表敬訪問】JICA フィジー事務所 
・【訪問】JICA 海外協力隊活動（農作物加工-コロニビア研究ステーション） 
2 月 17 日（火） 
・【学校交流】【報告】USP フィジー本校 
・フィジー出国 
2 月 18 日（水） 
・日本帰国、解散 
 
（2 月 20 日（金）） 
・【報告】活動報告（JENESYS フォローアップ事業「学生会議」） 

  



3． 記録写真 

 

  

2/9【表敬訪問】在トンガ日本国大使館 

(稲垣大使)表敬訪問 

2/10【講義(トンガ)】 

太平洋島嶼国での防災の取組 

  

2/10【ODA 視察(トンガ)】 

トンガ国営放送局（TBC） 

2/11【交流(トンガ)】USP トンガ校の 

学生に日本文化紹介(お箸の使い方) 

 
 

2/11【ODA 視察(トンガ)】 

可倒式風車の補修法をヒヤリング 

2/12【意見交換(トンガ)】 

2022 年のフンガ・トンガ噴火の被災者と 



 

  

2/13【中間報告(トンガ)】@USP トンガ校 
2/14【文化体験(フィジー)】ホームビジット 

(サワニ村) 

 

 

2/16【講義(フィジー)】日本と太平洋島嶼国

の関係性について(JICA フィジー事務所) 

2/16【視察(フィジー)】JICA 海外協力隊 

(食品加工)の活動地訪問 

 

 

2/17【意見交換・交流(フィジー)】

JENESYS 招へい事業経験者と意見交換  

2/17【意見交換・交流(フィジー)】 

USP 本校にて活動報告と意見交換 

 

  



４．参加者の声（抜粋） 

 参加者① 

各訪問先において資料を閲覧するだけでなく、日本語・英語を問わず積極的に質

問する機会をいただけたことは、大変貴重な経験でした。参加者それぞれが異な

る専攻分野を持っていたため、多角的な視点から議論が展開され、毎回新たな発

見がありました。単なる視察ではなく、対話を通した学びであったことが本プロ

グラムの大きな価値であったと感じています。 

 

 参加者② 

本事業を通じ、JICA 職員の方々、現地スタッフ、大使館関係者など、世界を舞台に

活躍する皆様と対話できたことは、私にとって何物にも代えがたい財産となりまし

た。  「誰かのために、より良い世界のために」という共通の想いを持ちつつ、一人

ひとりが全く異なるキャリアパスを経て今の場所に立たれている姿に、深い感銘を

受けました。 皆様の姿を拝見し、「自分も世界のために何か役に立ちたい」「自分

にもできることが必ずあるはずだ」という強いモチベーションが芽生えました。 

 

 参加者③ 

現地で活躍されている日本の皆様が、現地の声に真摯に耳を傾け、支援の在り方を

共に考えておられた姿勢が強く印象に残っています。それぞれの国には固有の文化

や価値観があり、それらを尊重しながらともに未来を描いていく姿勢の重要性を実

感いたしました。 

 

 参加者④ 

JICA や日本の ODA の支援を受けた活動の視察は非常に貴重な体験で、これまで抱い

ていた国際協力への印象が一変しました。トップダウン型の支援ではなく、JICA のよ

うに、ボトムアップ型の支援でかつ各コミュニティにローカライズする形で、コミュ

ニティ、研究者、NGO、そして JICA などの国際支援機関と連携しながら、今後の自

身の研究活動をおこなっていきたいと考えています。 

 

 参加者⑤ 

本プログラムに参加して、日本の素晴らしさ、他国の現状、そして何より自分自身

の未熟さに気付かされました。また、1 人で SNS 発信を行なったのははじめてで、

自分自身と向き合いながら追い込むことも経験できました。悔しさも達成感も全て

をバネにして、自分の持っている世界より外にも目を向けることを大切に、これか

らたくさんの学びを得ていきたいと考えています。 



 参加者⑥ 
行く先々で現地であるからこその実地の学びを得ることができたのは、とても大
貴重な経験となり、今後の学業や生活でも考えていくような課題の種を得ること
ができました。全体的にプログラムを通して、未来につながるものを得られたよ
うに感じます。 

 

 参加者⑦ 

環境工学を専攻する者として，特に「現地の厳しい環境に適応した技術」と、それ

らを運用・補完する「地域コミュニティの力」の両面が重要であることを学びまし

た。また、街中で交わされる挨拶や困った人への即座の対応などを随所に見て、フ

ィジーの「ケレケレ（助け合い）の精神」や、トンガの強固な家族・地域コミュニ

ティの絆といった、人間本来の温かさを感じることができました。 

 

 参加者⑧ 

今回のプログラム参加を通じて、もともと興味のあったフィジーのみならず、太平

洋島嶼国全体に興味がわきました。またフィジーだけをみても、不安定なインフラ

や開発プロジェクトの遅延、海外移住による熟練労働者や優秀な学生の流出など、

すぐには解決できない様々な課題があることを知りました。 

 

 参加者⑨ 

全ての視察箇所を通し、日本の ODA 事業が相手国の自立支援にどのように繋がっ

ているのかを知ることができ、遠い国の防災倉庫に日本が寄贈したボートやトラク

ター、物資があることで災害時に少しでも多くの人の生活を支えていることを嬉し

く感じました。事業に関して事前学習として知っていた部分もありましたが、現地

に視察することで職員の方々に直接質問して伺え、実際に働いている現場を見れた

ことで、日本の支援を体感することができました。私自身も大学で行政の方や地域

住民と湿地保護に参加させて頂いているが、今回の訪問先での知見を活かし、これ

から大学でも SNS でも活動を続けていきたいです。 

 

 福島大学３年 

トンガやフィジーの人は本当に人が良く、どの場面でも私たちを温かく迎え入れて

くれました。初めて会ったとしても、すぐに打ち解けて楽しい時間を過ごせる、こ

れがこの 2 国の魅力であると強く感じました。今回の経験から、言語でコミュニケ

ーションを取ることも大事ではあるが、その国の文化や現状を肌で感じることの大

切さを感じました。私はラグビーで国を盛り上げられる人材になりたいと考えてい

るため、この経験を今後の私のキャリアに活かしていこうと思っております。 



5．参加者の対外発信（Instagram、Facebook より抜粋） 

フィールドアクティビティ（植林体験）の様子 

 

 

ODA 視察を通しての学びや発見 

 



 

 

 



現地学生との交流や文化理解の促進 

 

 

 

 



学びの報告や JENESYS 経験者との意見交換 

 

 

 

 

  



6．受け入れ先による発信 
トンガ国営放送局（公式 Facebook ページ） 

訪問時の様子を動画にて撮影・編集してリール動画にて公開いただきました 

https://www.facebook.com/reel/4540966696133729  

 

JICA フィジー事務所（公式 Facebook） 

JICA 海外協力隊員の活動視察の様子を紹介いただきました 

【JOCV’s successful engagement with the JENESYS... - JICA Fiji Office | Facebook 

 



7．報告会でのアクション・プラン発表 

  全 1 グループが発表 

 

 

 

 

 

【学びと成果】 

（文化的側面） 

 トンガ王国にとって、ラグビーは単なるスポーツではなく、国民の誇りとアイ

デンティティの象徴であり、私たちとのコミュニケーションのツールにもなり

ました。 

 国際交流は、実際に人と人とが交流して他文化を直接理解することで、新しい

視点を得られるものだと実感しました。 

（日本とのつながり） 

 日本からの支援は想像していた以上に多岐にわたり、インフラ整備や教育支援

などさまざまな形で行われていました。 

 （ODA を活用して）寄贈された機材や物資がどのように使用・維持されている

かを現地企業と継続的に協力して確認していくことが、トンガと日本双方の責

任を確保し、トンガの経済発展や人々の日常生活の安定に寄与するとともに、

現地の国民性を尊重することにつながるのだと感じました。 

 

【アクション・プラン】 

 グループ全員で取り組むアクション・プラン 

『トンガ・日本 ラグビー友好プロジェクト』…トンガの子どもたちにラグビー用品

を寄贈するプロジェクト。JENESYS プログラムについて SNS で情報を発信し、日

本の学校やスポーツチーム、その他の団体からラグビー用品を集めて輸送します。

また、輸送コストについてはクラウドファンディングを行い、支援を募ります。 

 

 個々人で取り組むアクション・プラン 

・SNS 発信を継続的に行い、日本とトンガ、フィジーに関する情報を共有する 

・自身の学校やゼミ等で活動報告や太平洋島嶼国にかかるセミナーを開催する 

・太平洋島嶼国の自然に関するワークショップを幼稚園児向けに実施する 

・サークルで発刊しているウェブニュースに今回の体験を寄稿する 等 

 


